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24. Metepaによ り誘起されるヨ トウガ精母細胞の退化吸収現象 中山 乳 八木繁夫*(住友

化学工業株式会比 良薬事業部研究瓢 兵庫県宝塚市高司4丁目, *東京教育大学農学部応用動物学研

死去,東京都日患区駒場2丁目) 52･ 8･ 4 受理

ヨトウガ終令3日目の幼虫に化学不妊剤の一種である metepa を注射し,これが精子形成過程に

およはす彫饗を電子銃微鏡観察により検討した. その結果. 精母細胞の核小体の凝塊,ミトコンド

･)アの巨大化 崩壊,空胞化が観察された.退化崩城した精母細胞はその後栢染被掛こ吸収された.

さらに精子束において不規則な mitochondriaderivativeと axonemeの凍袋が見られた.

緒 日

昆虫の精子形成におよばす化学不妊剤の彫皆を病態

組払学的に究明した報告1)はすでに多数あり,いずれ

も精子形成途上の精原細胞や精母細胞が異状をきたし

ていると述べられている.しかし.こうした異状精母

細胞のその後の退化過程については放射線照射を受け

たノシメマグラメイガ PLodia fnieyj?unctelLaの精

母如胞に関するFtti子餌微鏡観察の結果が報告されてい

る2･3) だけであり,化学不妊剤に関するそれはいまだ

になされていない.そこで,著者らは metepa処理を

行なったヨトウガの約母細胞およびその退化過程にお

ける微細梢造の変化を明らかにするために,昭子顕徽

鏡観矧 こより検討した結三札 L:千の知見を柑T=のでこ

こに報告する.

本文に入るに先だち,御校閲の労を賜わったEl本国

際教育協会,高橋保雄博士に厚く御礼申し上げろ.

材料および方法

供拭昆虫 : 人工飼料をもちいて非休眠条件 (温度

22oC.口良 16L-8D)で累代飼育を続けてきたヨトウ

ガの終令幼虫をもちいた.

実験方法 : 終令3日目の幼虫に metepa水溶液

5mg/25FLlを耶1脱脚より注射し,蜘化tEi後,嫡化後

3日,10日および14口目にそれぞれ約311を取り山し,

1%のオスミウム酸を含んだ Millonig'sbuffer(pH

=7.2)で2時聞固定した. その後.鞘法にしたがっ

て ェタノールで脱水, プロピレンオキサイドでJB換

し,エポン812に包埋した.超薄切片はライへルトの

超 ミクロトーム (OmU2) により50-100mFLとし,

酢酸 ウラニルで電子染色 した.観察 は 日本成子製

JEM-7A 型磁子顕微鏡を使用し,加速電圧 50kV で
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おこなった.

結 果

無処理個体における精子形成 :桶化後3日目の正･/li,

な精母細胞の微細構造を Fig.1に示した.細胞内に

は多数の.)ポソームが見られ,核を取りまく粗IA一小胞

体およびミトコンドリアが明確に認められた.Fig.2

には telophase後期の精母細胞を示した. ミトコン

ド')アは肥大し,nebenkern が見られ. そのJLl紬1に

はよく発達した粗面小胞体が配列してい た.Fig.3

には相子封の拭断面を示した.並然と配列した mito･

chondria derivative, axoneme, single plasma

membraneが認められた.

Metepa処ZfiEされた個体のfrfi子形成 :Fig.4には終

令3日日の幼虫にmetepaを処理して柑T:虫引ヒ後3日

目の個体の精母細胞を示した. ミトコンドリアの空胞

化および不規則なク.)ステ,核の不盤形化 縮小がLJ.

られた.また核小体は円形となり凝鑓し,核のまわり

に微小な小体が出現した. Fig.5には蜘化後10口日

の純母細胞を示した.退化過程の初期であり,紬胞の

壊崩, ミトコンド1)アの凝集,densebody, ミエリ

ン像の出現などが認められた.Fig.6 では巨大化し

たミトコンド.)ア,その内部のク.)ステの消火,空胞

化 細胞の崩壊が観察された.これらの崩城したff'3母

細胞は Fig.6-3,61 に示したごとく,その後はflr3n!
被膜に吸収されていく事実が認められた.Fig.7には

杓子知の横断像を示 した.精子束の配列は皇迄然とせ

ず,1対の mitochondriaderivativeは不出形となり.

消失または巨大化していた.さらに この milochon･

driaderivativeと axonemeq)凝集が見られ,また

2個の相子が singleplasmamembraneで包まれて

いるのが観察された.
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ご 勺…ゾ:温 鼠

FIg 5 SPCl-ll1;ltOCytCOl10dayold pupaartcrtl.catcdwllhmcLCP<1.(×5,000)

MF:mycllllrigurc.DB:densebocly

考 察

Ashrariand Ropl)C123) は放射線!1.(ま射 されT=ノシ

メマグラノイガ P/odlaL'JZter♪LLnCLe/laのfE'J'･(形 JJR過

梓について検r亨.17:e加え,羊l-J･E3射肘掛 こおけるクロマチン

の如拙. ミトコン ドリアの)-出払 JJHJ馳化.お.上び!''J'Ji;ミ

紬 他におけるい くつかの異'.;;i'につい て 剛il.L lこ. ま

た 】くIemannJ) はスジコナマ)/ラノイ)/ jlrlagaS/a

klLe/川iellaの相に放射線を l脚 ､ル , その後の‡lllrに

お止はすl捌 L･'.Sを朋べたところ,羊JIJH′勅 lltこJJWi4化 凝

uiLl=兼.鳩目舶を兄いlllル Tこ これ らはいずれ も木火映

でJful二束.t,川上と好l似 している.Flll,4-2,5に妃られ1こよ

ラ/亡ミ ー リ ン像,核小休の凝班は ;IPll0l之ItCで /拠Pflさ

れ/こ(. ///(ノマ ･JJの即TJlのiii化)'出FI!.で Mukunnenl-

kL.[･llh'が削ぐ.してお り. これ らのfu牧が 退化Ibi城鮒

胞の ･)'出即.であることrJ.J小してりる.またFIL, 4-2に

,バLTこ.tう/上は小lbのJ鮎lJj･は.放別線HlilHをfZり1=初

Igjのf-1H:J=h"J似 こj3いて もし山 ､tIl.されている (AshrLIrl

and Roppc12))

ところで職t/16)はアクチ ノマ イシンD.アフラトキ

シンBl, ンクロへキシイミドなど多 くの代謝附丁子押j,を

ラットに拙 /了し,肝糾X_U.Iflの核小体のJr･Z博におよばす

,R;卵tSを詳洲に検討した.すなわち,拙Ii,ガ3剤の作川機
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MC:mltOChondl.ialcondcnsall0n(arTl0＼V).

flVlの迎いにJ:って核小体が形態的に もjtt･/i-ることを斬
よ処理法を川いて明 らか に し た. 木実畝において も

nlCtePa 他州 xにおける Flg.4-2 のごとき核小1本の

凝1J1-以タトにすでに述べfこ辿 りの多 くの)l引頗rrlJ変化が.!ttJ.

め られT=.小山ら7)はハチ ミツガの空尉ll形J戊胸FlHこお

ける nletePと1 の†/l･川をマ イトマ イシンCのそオLと比
較し1二村i火,いずれの処jFllにおいても鱗111JT･t,J戊が(i-さ

れないことか ら.hE紺 が13'i似した作川をするのであろ

うと川定し†こ.したが って,今後はこれ らの代洲 u'..I

剤 と快L止させて.化学-IJir:iillの接中仙 こlJ,上fi'す)l･/,T腰

的変化を.I,'Y:紬 こ比較検討す ることにJ:り.化､芦イJlr:刺

の作川機ft''liをさらにJリjWl'Jrこする こ とが LltfJtと心わか

る.

舵仙 (の収収については,CamI)10n8)が i)['parop.q's

caslanea の卵形J戊胸声1.I.I,こおいて削ぐJ.してわ L). さら

に小,El9)は llenlPa 処ffHしたアスヰソ･-)ム/a)叩け'f

JJRにおいて,17-t･'_卜I(l前のJ戊耕卵か総愉卵門に1リ叫くされ

ることをf"jちかにLIこ.しかしなが ら. FIL,.63.6一

に示したよう/パーlir-形成過即におけるFbjJIIg糾 馳0)fhlli

枇股へのLUuくについてはこれまでほと/しど剛itl.きれて

い/l･い.申IIl･,̂三池.o)は終TI3nlIに mcICPa (5mL,

/25/′/)を711'_tHLT=ヨト.LJガの 如化後10n日の丸'11lliを

抑制Ll=ところ,(̀tと/I,どfIIJJ:FJ-糾rig,iF'ir･F)iが触'ESさ
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Flg.6. Dcgcncl'alcdanddlSlnlegraLedspcrnla10CyLCOrlil(lilyOldpur)a之lrLCl･tr･Cated With

tTleLePa.

SニrOIlicularscplLlm, 6-I.giantand il･)･egular mi10Chondl･la Wlth disappcarcd

cHSLz.e,6-2: dlSlnLcgraledspernla10Cyte,6-3: ClusICrOrmitocondl･iascparaLCdrll0m

dcgeneratedspermaLOCyte,()く5,000),6-i: rCSOl.PLLOn Ordcgcne一･ated spe■･matocyte

LntOloHicLllarseptuln (al-l･OW ) ()く15,000)

れず.微小な粗相のみが,iJc].められたと報ilル ている.

さらに彼 ら41.日様な処理をされた蜘化l(川71のアゲハ

のirljHlにわいてilC.]t朋1.Jl･如および先端糾J14が約日1被服

に暇収 されることを小した. これ らのり状 か らも, ヨ

トウガにおいて上述したようなil';-J'-形J戊過得で域タヒし,

泊地したLL肺細胞は,その桁LL!被紋に吸収 されること

はhrEIJ迎いない ものと思われる.

引 用 文 献

1)LaChancc.L E..D.T.NorthandW.Klasscn:

Jn PrillCil)lcs or lnsccI ChcmosLCl･ili之aLion,

(Ed.by LaT3rccquc,G,C.and C.N.Smllh)

Aplc10n･CcntL‖-y･CI･olLS,Nc＼v York.1963,p.

99.

2)Ashrarl,S H.andは.M.1‡oppcl:I.EcoJl,

EllLomol.,66,1309(】973).

3)Ashrar】,S H.<lndR.M Roppel:IEcon.

EnEomol,66,132i(1973)

4)RJenlann,JG:Ann..EnlomoL.Soc.J4m,66,

147(1973)

5)MukullnCmkerll,G.M.:Disserlatt'onAbsLr.

lnLer札,B34,3109(197kl)

6)･W,iT川l'川E:Am717Cp.r77,S/.Ad/IL/I)is,12,127

(1972).

7)申由り')･'!K:I.･:･防l●(.FTll･八木%'i'R:防山f:l'学,42,

50(1977).

8)CamPion,D C.:/3ItIl.e〃/.Resリ61,577(1972)

9)小‥Il)〕:l･'Jj山什134,42,92(1977).

10)小‥1ウト ,J三池一.̀〔介 :応動昆第1郎il大会誹演要旨

(札幌).

163



防 虫 科 学 第 42 巻-rV

Fig.7. Crossscclionsorspcrm之ItI(Lln14day-old pupaahcrtrcaLCdWIlhmelePとl

Ml10Chond1-ialdcl･ivこlllVeS (71) 21n(lHilgellar

T＼VorhgCllarrlgurCSCnCloscdlvllhLnaSlngle

SC:spcrnlbL‖1dlc clLJmPtnFI.(×3,000)

SumIllary

Spc‖11il10genCSISinLlleLeStCSOr the cllbbaH,e

armyWorlll,MameslrabrassLCae,WasStLJ(LICd b)′

elcLILrOnmlCt).OSCOPyとlllel一】nJCCLlOnOrlllelCl)｡ItO

3(I,I)′OL(I1ill＼′とICOrlhctasl lnSlar ManyZLbnoT-

日lalllleSSuchaschr01112日lnCOndensaIIOnlnnLlClel.

LlrCfl,ulこH.CILSLaClnmllOChOndtia.glanl,dcgcnel･
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rlgul.CS (7-2,.") wereirT'Cfi,uLarlydISPOSC(1

plasmamcnlbrane(an･o＼vln713)

aled,lndvacuolalC(LnllLOChondrl1a Olsl)el'Tll<lLO-

cyleWCrCObsel･VedinLhclreatCdLeSLCS.Degcn-

er<llC(1 i1n(I dlSmtCL,I.atCd spe†-1TlatOCylCS ､VCrC

subscqucnLtyI-CSOl-bedlTltOl0111CUlとIrSePLLHll,;Hl(l

nlLtOChonchIこ11(lcnv2ltlVCSlnSPef'maいd c.yhll川Cd

lltCflulllT'ClllSl̀lC とLnd sperm bundle clLIml川哨

wcrcobselVCdlEILhctcshlS.


